瑠璃光寺五重塔

瑠璃光寺五重塔は優美な外観と堅牢な構造で有名です。 1442 年頃に完成し、一度も倒壊・再建されたことはありません。この塔は14 世紀中頃から 16 世紀中頃にかけて現在の山口県を統治していた大内氏当主である大内盛見 (1377年-1431 年) によって建設されました。

五重塔は檜皮葺きで深い軒の曲面を強調するために檜皮の屋根板が何層も重ねてられています。基部の直径約 50 センチメートルの大きな心柱が塔の軸となり構造を安定させています。基部から最上部に向かって各階が徐々に小さくなり、バランスの取れた外観を作り出しています。塔の高さは 31.2 メートルで香山公園の敷地内にある木々の中でひときわ目立っています。山口の人気のシンボルであり、早春には梅の花を背景に、秋には色とりどりの紅葉に囲まれる写真が撮られます。

大内盛見は現在の和歌山県と福岡県の領土を含むまで藩の領土を拡大した影響力のある軍事指導者である兄の義弘 (1356年-1399 年) の記念碑としてこの塔を建設しました。しかし建設には数十年を要し、塔が完成する前に盛見は亡くなりました。この塔には平安時代 (794年-1185 年) の阿弥陀仏の木像と大内義弘の銅像が安置されています。五重塔の内部は非公開ですが格子戸から仏像を眺めることができます。

瑠璃光寺五重塔は国宝です。奈良県の法隆寺と京都の醍醐寺にある五重塔と並んで日本三大五重塔の一つに数えられています。
